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「ニューギニア・ピジンの輪郭」

中野道雄
　O．本稿の目的は，パプア・ニューギニア（Papua　New　Guinea）のリン

ガ・フランカ（Iing凹afranca）の一つとして知られているニューギニア・ピ

ジン（New　Guinea　Pidgin）について，その歴史と現状，および，その統語

法における特徴の一，二を概観することにある。しかし，ニューギニア・ピ

ジンを含む，いわゆるピジン・クレオール（pidgin　and　creole　languages）

の研究においては，その専攻考の間においても，術語の定義が一致している

とはいえないので，まず，若干の術語を検討することからはじめなければな

らない。

　1．1．最初に，リンガ・フランカ（lingua　franCa）という語を検討しよ

う。この語は，中世にお一ける十字軍の遠征に伴なっておこった西欧人とレバ

ント地方の住民との接触において用いられるようになったとされるtheLin－

gua　Francaを普通名詞化したものであって，ピジン・クレオール研究の権

威ホール教授によって次のように定義されている。

　「他に共通の言語を有しない人々の間でコミュニケーションの手段として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l1〕
用いられる言語である。（その構造的特徴や社会的地位は問わない。）」

ωHall（1966〕，P．・jj一
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　しかし，この定義は，以下に指摘する理由で，次の西江雅之氏のもののぼ

うがまさっている。

　「異なった母語（mother　t㎝gue）をもつ二つ以上の集団の人々が、たがい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／2〕
の意志伝達を容易にするために習慣的に使用しているミある言語クであるJ

　ここで，「習慣的に使用している」という規定が重要である。これによって，

たとえば，たまたま，飛行機に乗りあわせた日本人とドイツ人が，英語で話

したとして，その場合の英語を，リンガ・フランカと呼ぶ必要がなくなる。

そのことを明確にしたぼうがよいのは，事実上，リンガ・フランカの名で呼

ばれているのは，上例の英語のごとき場合ではなく，ある程度，持続的な言

語接触（contact　of1a㎎uages）の状況において，習慣的（habitualIy），制度的

（inStituti㎝ally）に用いられている言語であるからである。

　典型的なリンガ・フラ。ソカとしては，歴史的存在のthe　Lingua　Franca，

国連の公用語，イン．ドにおける公用語としての英語，エスペラントのような

人工国際語，東アフリカのクレオールであるスワヒリ語，パプア・ニューギ

ニアのピジンで，本稿の対象であるニューギニア・ピジン，などがある。

　なお，西江氏の定義の“ある言語≠というのは，より明言的にいえば，一

箇の独立した言語，ということであるので，たとえばbusiness　Englishは，

リンガ・フランカではない。

　また，公用語は，当然リンガ・フランカであって，公的な場面（裁判，行

政，教育，議会，掲示，標識など）において，制度的に用いられるもの，と

いうことができる。

　リンガ・フランカの訳語として，（「リンガ・フランカ」のままでよいと思

うが，）「共通語」　「通用語」などが行なわれている。しかし，「共通語」は，

すでに，国語学において，（標準語に対して，）方言間の「共通語」の意味で用

12〕西江（1975〕，P．1O．
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いられているので，異言語間のものは，「通用語」のほうがよいかもしれない。

　1．2．前掲の，飛行機に乗りあわせた日本人とドイツ人ヴ，日本語とド

イツ語をとりまぜて，そのどちらともっかない，まにあわせのことばを用い

て，コミュニケーションを行なったとす乱このときのことばは，その場合

の必要に応じて，仮造りされたものであって，安定した構造をもったもので

はないであろう。このようなものを，イェスペルセンはmakeshift　language

　　　　　　13）
と呼んでいる。

　一方，margina11a㎎uageは，ピジンとクレオールをあわせたものの名称

である。ここでmargina1（境界的）というのは，ピジンやクレオールが，言

語接触の結果として，それに関与した複数の言語から強い影響を受けながら

生成された言語であるからである。ここで，注意すべきことは，ピジン・ク

レオールはmakesh1ftlanguageではないということである。すなわち，ピ

ジン・クレオールの話者は，恣意的な，まにあわせ的な言語使用をしている

のではなく，その言語自体の自律的な規範にしたがって言語使用を行なって

いるのである。

　なお，ナガラは，このmakeshift　la㎎uageとmarginal　la㎎uageを入れか

　　　　　　　　　　　　14〕
えて使うことを提唱しているが，語の本来の意味からして，一上述のぼうでも

し】し】よう‘こ思う。

　もう一つ注意すべきことは，ピジンは，混成語または混合語（mixed　la。一

guage）などと呼ばれることがあるが，専門家の間では，最近においては，避

けられるようになっている。それは，この語が，ピジンが，makeshift　language

であるという通俗的誤解を招きやすいということと，混合という概念が言語

学的にあいまいであり，さらにピジンにおける既成言語からの影響関係が，

どのようなものであるか，まだ充分に明らかになっていないからである。

（3〕J・昌p…㎝（1922），P．232．

14〕N・9日m（1972〕，PP・275・6．
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　いかなる言語でも，少なくとも語彙の出自においては，混合的であること

は，よく知られた事実である。たとえば，日本語の場合，「和語36．7％，漢語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
47．5％，外来語9．8％，混種語6．O％」となっている。」方，ピジンは，この

点で，一般に考えられているぼど，混合的ではなく，トッドは，「その語彙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16〕
のほとんどは，接触した言語のうちのひとっから受けついでいる」としてい

る。事実，ニューギニア・ピジンの場合，「英語75－80％，現地語（主として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17〕
トライ　（Tolai）語）15－20％，その他（主としてドイツ語）5％）」とされ

ている。

　ピジンとクレオールは，その生成を，言語接触に負うているが，言語接触

といっても，前述の飛行機中のような場合でなく，植民地的状況における，

主として，西欧語（英語，フランス語，ポルトガル語など）と現地語の接触

であることは，だいたい一般認識のとおりだが，さらに，重要なピジンは，

現地語の多言語地域において生じて．いるとされている。

　ピジンとクレオールの違いは，ピジンが世代交代によって，それを母国語と

するもの（native　speaker）を獲得したとき，それを，クレオールと呼ぶとい

うことになっている。したがって，「ピジンの話者は必ず別に母語をもち，日

常生活は，その母語で行ない，ピジンは生活の一部でのみ使用する。したが

ってピジンの単語数は，それを話す人の母語の単語数よりはるかに少ないの
　　　　　　18〕
が普通である。」一方，クレオールは，」言語社会の母国語として当然ながら，

語彙数は拡大する。結局，通常の言語とクレオールの違いは，クレオールが，

至近の世代にお・いて，ピジンであった言語である，ということをおいてない

ことになる。

　ピジンの統語法は，接触した言語のそれを犀映している部分もあるが，そ

／5〕岩淵悦太郎「現代昌本語」（1970一 C筑摩書房），p．81．

（6〕　Todd（1974），p．2，

17〕Dutt㎝（1973〕，“Prefa㏄”by　S．AWurm一

（8〕西江（1975），p．10．
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れぞれのピジンの，あるいは多くのピジンに共通した，独自のものもある。

通俗的には，ピジンの統語法は，簡単である，とされるが，一概に，そうと

いいきれないところがある。たとえば，ニューギニア・ピジンでは，時制が，

文法的カテゴリーとしては，ないが，これはある程度，中国語でも，また，

日本語でも同じで牟る。また，英語の代名詞，he，she，itが，emの一つに

簡単化している一方で，英語で、We一つで表わされるinCluSiVeωeとeXClu－

SiVeωeが，ψ例｛とm伽’αのように，区別される。

　ただ，機能語や文法的仕組み（grammatiCal　deViCe）の多くが，屈折性を失

なった形で，英語から入っているので，見かけ上簡単化している，と見え

るのにすぎない，と思われる。

　ピジンの音声（ph㎝ology）は，当然予想されることだが，現地語の音声の

影響をより強く受けるのがふつうである。

　次に，トッドは，ピジンをrestrictedpidginとext㎝dedpidginにわけて
　　　⑨
いるが，この区別は重要である。前者は，先にも引用したことばに見られる，

「話者は必ず別に母語をもち，日常生活は，その母語で行ない，ピジンは生

活の」部でのみ使用する」タイプの，限定性の強いピジンであり，後者は，別

に母国語を有するものの，日常生活の大部分で使用したり，母国語と重層的あ

るいは相補的に使用したりするもので，したがって，ピジンの流暢度，構造

的安定性は，ほとんどクレオールの同じようなタイプのもののことである。

このことは，いいかえれば，ピジン→クレオールという発展過程は必然のも

のでなく，ピジンが，それを母国語とする言語社会を有しないままに，言語と

して，相当に発達する場合もある，ということである。本稿の対象である，

ニュニギニア・ピジンは，そのような場合ではないか，と考えられる。

2．1．ニューギニア・ピジンという名称は，このことばが，パプア・二

19〕　Todd（1974），pp．5－6、
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ユーギ・ニアのうち，いわゆるニューギニア地域（ニューギニアの東北部とニ

ュー・ブリテン島などの附近の島を含み，旧ドイツ領，続いて，オーストラ

リアの国連信託統治領となった地域）において，定着し，発達したためであ

る。しかし今日では，パプア地域（首都ポート・モレスビーを含む東南部）

にも，拡がってお一り，パプア・ニューギニア全体のリンガ・フランカとして

の性格を強めつつある。さらに，ニュー・ヘブライズ島などで行なわれてい

るピジンも，パプア・ニューギニアのピジンと方言的差異し力’なく，将来，

広くメラネシア地域において，これらのピジンの統合された形のものが，リ

ンガ・フランカとして行なわれる可能性がある。メラネシアン・ピジン

（Me1anesian　Pidgin）という名は，このような展望のもとに，Mihalic（1971）

において用いられている名であ乱現在のところ，地域冠称としては，「メラ

ネシアン」は大きすぎ，「ニューギニア」は小さすぎる感じである。「パプア・

ニューギニア」は，この意味で，適当だが，「パプア・ニューギニア・ピジン」

というのは長すぎるためが，行なわれていない。「ネオ・メラネシアン」

（Neo・Melanesian）は，英語にお一ける，pidginという語につきまとっている

derOgatOry　SenSeを切り捨てるために，ホール教授によって提唱され，あ

る程度行なわれている名称である。しかし，メラネシアン・ピジンにおいて

は，その言語の自称はpisinであって，パプア・ニューギニア人自身は，こ

の語を侮べっ的なものと受けとっていないようである。また，術語としても，

前述のように定着している。したがって，Pidginという語を避けるよりも，

その誤解をといて，正しい意味を確立していくぼうが適当であるように思わ

れる。

　以上，要するに，術語としては，「メラネシアン・ピジン」または「ニュー

ギニア・ピジン」が行なわれている。一般の用語として，地域指定が自明の

ときは，（たとえば，パプア・ニューギニアの中で，英語で，この言語に言及

するときは）Pidginであり，先述のように，その言語自体では，Pisinまたは

Tok　Pisinである。（本稿では以下，「ピジン」で，「ニューギニア・ピジン」を
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指し，“pidgin”で，「ピジン語一般」を指すことにする。）なおpidgin　Englisb

という呼称は術語としては，現在、あまり行なわれていない。これは，E㎎・

liShの一変種という印象を与えやすいが，そうでないこと，また，ピジンに

おいても，単にpisinというほうがふっうであることからみても、この名称は、

適切でないからである。

　2．2．ピジンが，リンガ・フランカとして発達一をとげた舞台であるパフ．

ア・ニューギニアの歴史について，簡単にふれておこう。

　ニューギニア島は，16世紀にポルトガル人によって発見された。列強によ

る植民地化は比較的わくれて，19世紀に，西半分がオランダ領に，ドイツが

東北部とニュー・ブリテン島などの島喚，イギリスが東南部と分割した。20

世紀はじめに，イギリスは，自領をオーストラリアに与えた。また，第一次

世界大戦中に，オーストラリアは，ドイツ領を占領し，戦後，国際連盟から，

信託統治を認められた。すなわち，一オーストラリアは，旧ドイツ領をthe

Mandated　Territory　of　New　Guineaとして，また旧英領をtke　Territory

of　Papuaとして統治したのである。前者は，第二次世界大戦中，日本軍が

一時占領したが，大戦後，オー・ストラリアは，改めて，国際連合から信託統

治を認められた。ここで，注意すべきことは，「パプア」と「ニューギニア」

は，同じ島につけられた別の名であったのだが，上述の経過によって，別の

地域を指す習慣がてきたことである。

　第二次世界大戦後，オーストラリアは，パプアとニューギニアの行政の一

体化と，住民による自治をすすめ（後者については，国際世論にうながされ

て），1973年に，パプア・ニューギニア人による自治政府が樹立され，1975年

9月に，英連邦の一国として，独立したのである。

　この国は，第二次大戦中，先述のように，日本軍が戦場としたところであ

り，現在は，通商の相手として，相互に重要な相手となっていることは周知

のとおりである。
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　なお，旧オランダ領は，第二次犬戦後，インドネシア領（西イリアン）と

なっていて，その言語事情は，国際的学界には余り知られてなく，ピジン研

究においても，一一応，対象からはずされている。

　2．3．次に，パプア・ニューギニアの言語事情を見てみよう。この国は，

世界でも，多言語国家の最たるもので，オーストラリア国立大学のワーム教

授によれば，（独立した言語が方言がという認定に疑点のあるケースも若干
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo〕
あるが，）パプア・ニューギニアの言語の数は約750である。それらの言語は，

二大別されて，その一つは，メラネシア諸語である。これは，マレイ・ポリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01〕
ネシア諸語（Malayo－Po1ynesian　languages）の一派をなしている。もう一つ

は，パプア諸語である。パプア諸語は，（相互に系統的つながりがあるかど

うかに問題があるという意味で，）ニューギニア島で話されている非オースト

ロネシア語（Non－Austronesian1anguages），省略して，NAN語と呼ぶ習慣

がある。しかしワーム教授は，最近の研究で，パプア諸語は，相互に関連し

ている4つのグループに別がれ，それらは，それぞれの内部ではもちもんの

こと，グループどうしても，たがいに関連しあった言語であることが明らか

　　　　　　　　　　l1割
になった，としている。したがって，パプア諸語という名称も，妥当性がな

くはないわけである。いずれにしても，二百数十万の人口で，750の言語があ

り，そのもっとも大きな言語の人口でも1O万以下であるという事情は特異な

ものであり，リンガ・フランカが行なわれることは必然とさえいえるのであ

る。

　2．4．以上の事情が原因となってこの国で行なわれているリンガ・フラ

ンカに3つの言語がある。その中で，もっとも広く行なわれ，その有力さを，

OO〕Wur㎜（1973〕、p．1．

｛11〕　Austrono昌油n　lan百uagesともいう。

02〕Wurm（1973〕，p．2．
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近年ますます増してきているのが，ピジンであるわけであるが，他に，英語

とPo1ice　Motu（Hiri　Motu）がある。英語が用いられるのは，宗主国の言語

であったからであるが，高等教育，行政文書，観光関係などで用いられている

程度で，一般民衆の間での普及度は，きわめて低い。なお，当然のことなが

ら，同国で行なわれている英語はオーストラリア英語である。たとえば，ピ

ジンの語彙として，使われているあ砒5（＜bush）は「やぶ・しげみ」などの通

常の意味の他に，“any　area．outside　the　village　or　gardening1imits”が
　　○割

あるが，これは明らかに，オーストラリア英語の影響である。

　過去において，国際的流通性，文化性が格段に高い英語を，流通させ，国

語にしようとする行政的・教育自勺努力がなされてきたし，1950年代に派遣さ

れた国連の調査団は，ピジンでなく英語を将来の公用語とするべきであるむ
　　　　　　　　　　o4〕
ねの勧告を行なった。しかし，現在でも，上述の状態である。筆者が，1975

年3月に，ポート・モレスビーの議会を訪ずれたときにも，会議そのものの

用語は，ピジンが圧倒的であるが，その記録文書は，英語に翻訳して保存・

配布されていた。今後，ピジンと英語の関係は，このような関係で続く可能

性が高い。

　Poli㏄Motuは，　パプア地区の部族であるモツ族の言語であるモツ語の

pidgin化したもので，西欧語がsour㏄la㎎uagsでない例外的Pidginの

一つである。首都地方では，今日でもかなり行なわれているが，他の地方で

の流通性は，きわめて低い。

　モツ族のモツ語，チンブー（Chimbu）族のチンブー語などは，部族自体の

有力さのため，部族以外の人たちによっても話されるが，やはり，地域的限

定性が強く，パプア・ニューギニア全体のリンガ・フランカになる可能性は

03〕Millalic（1971），昌．v．bu昌．

（14j　WoI｛er昌（1971），PP－413－4．
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　　　　　　　　　　　　　05〕
ほとんどないと見られている。

　2．5．ここで，ピジンの発生と展開について，定説とされているものを

紹介しておこう。しかし，ピジンは，本質的に，話しことばであり，わずか

100年たらずの歴史とはいえ，記録があるわけでなく，語彙，構造，関連する歴

史などからの推定であり；しかも，その研究は充分に進んでいるとはいえな

い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口6〕
　定説によれば，ピジンの系統は次のようになる。

．Ch㎞SePidg山g1酬一㎞ト服 m1：1線幾幾

　ビーチ・ラ・マー（＜Fr．bεcbe－de－mer）は，19世紀に，南大平洋から，

白檀やナマコを人手するために，やってきた交易商人や船乗りが，現地人と

のコミュニケーションに用いたことばである。

　一方，1847年から，1902年まで，オーストラリアの北クイーンズランドで，

さとうきび農園の年季労働が行なわれたが，南太平洋の各島から集まった労

働者の問のリンガ・フランカとして，ビーチ・ラ・マーが用いられ，成長，

変化した。

　労働者たちは，このリンガ・フランカーを，それぞれの故郷にもちかえった

が，その中で，ラバウルを中心としたニューギニア地区において，もっとも

強く根づき，それがさらに発展したものが，今日のピジンである。

　ここで，注意すべきことは，pidginが用いられはじめ，さらに発達するた

めには，要件がいくっかあるということである。まず，多言語状況である。

上記の南太平洋島嶋での交易，オーストラリアでのプランテーションは，い

ずれもその典型的状況であるといえよう。また，プランテーションから，労

05〕C｛．Wum（1973〕、

㈹Ha11（1966〕，Ch田pte一＆Dutt㎝（1973〕，“Pre｛舳e”bソS1A．W汕m．
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働者がピジンをを持ち帰った場合でも，その故郷が小さな島で，多言語地域

でないときは，その土地で新しい生命を得ることはできない。次に，そのリ

ンガ・フランカに一種のprestigeが付随していないときには，pidginを必要

とする状況が消滅するとともに，やがて生命をおえることになるであろう。

ニューギニアにおけるピジンは，限定された自分たちの村と外の世界を結ぶ

糸として，より具体的には，公的な機関や白人の商店・家庭などに雇用され

るための条件として，威信があったのであり，その状況は，今日のパプア・

ニューギニアでも変わっていない。

　第三に，リンガ・フランカを必要とする状況があれば，自然発生的にpidgin

が生じるのでなく，既に存在するpidginが用いられるようになる場合が多い

ということである。

　2．6．要するに，ピジンは，言語学的にはext㎝ded　pidginであり，パプ

ア・ニューギニアが多言語地域であることと，それらが，一つの国にまで急

速に成長したという歴史的状況から，民衆の間で，急速に，根づよくひろが

った言語であるといえよう。

　今後，国語または公用語として成長するかどうかについては，そのような

決定においては，非言語学的要素も関係するので予測はできない。

　クレオール化するかどうかは，興味ある問題である。ピジンを母国語とす

　　　　　　　　　　　　○司
る世代についての報告もあるが，なお充分な調査が必要である。しかし，パ

プア・ニューギニアは，今のところ，pidginがクレオール化するための典型

的状況にはないことに注意すべきである。pidginのクレオール化は，西印度

諸島，米国南部などの場合のように，母国語社会との完全な断絶によって起

こるのが典型的である。今日のパプア・ニューギニアでは，都市社会は充分

に発達していず，都市で働いているものも故郷から切りはなされているわけ

｛1η　Sankoff（1973〕．
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ではない。ピジンが，extenaed　pidginであるとしたのは，このような見方

にもとづいている。

　3．1．ピジンの統語的構造の共時的・系統的記述は，別稿においてする

ことにし，ここでは，二，三の例をもとに，言語の，系統的な，あるいは非

系統的な影響関係とは，どのようなものかという問題について考察するいと

にする。

　先述のように，ピジンの語彙の75－80％は，英語に由来しているが，この

ことは，英語がピジンの系統的祖語であることを意味しないことはもちろん，

語彙体系に限ってもそのようなことはいえない。このことを，ピジンのmO，

帆。gωの2語を例として考えてみよう。（以下，ピジンの例はイタリックにし

て，英語と区別する。）

　舳は，英語のnotないしは，nOに由来し，次のように用いられる。

ω
y側刎j冊0　垢ε冊　ん8主m　れ犯8　’Omg山5ρeJα　∂e．

（We　camot　forget　this　day．）

　no　kenは。annotであり，一つまり，ピジンの仰。は，英語のnotに相当し，

動詞・助動詞の前において（英語は後置），それを否定する機能語である。一

方，舳gατは，英語のno＋gotに由来し，次のように用いられる。

γ砒仰0ムα伽ωde2一〃08αf。

（Didn’t　you　come　yesterday？一Yes，I　did．）

γ刎㎜o　ゐαmα5dε9　一γωα．

l1割　以下に用いるピジンの馴列は，Mih日一ic｛1971），Dutt㎝（1973），

　w吻土。ポ新聞）から借りている。
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このように，否定疑問にこたえるときは，英語の場合と，イエス／ノーの撰択が

逆転する。すなわち日本語と同じになる。

　このように，これらの語の用法は，まったく非英語的といえよう。極端に

いえば，英語は，ピジンの語彙の形式，記号の乗りもの（sign　vehicle）の主た

る供給源というのにすぎないことになる。

　しかし，このことは，ピジンの意味構造や統語構造がメラネシア語のもの

そのままで，あるいは，それを機械的に簡略化したもので，それにただ，記

号形式のおきかえを加えたものであるということも，またいえないであろうg

第一，メラネシア語といっても，その実体は巨大な言語群であるのだから，

ピジンとの関係をうんぬんするには慎重であらねばならない。

　先述のように，ピジンの系統は，チャイニーズ・ピジンにまでさかのぼる

ことができ，広大なメラネシア地域にわたって用いられながら形成したので

あるから，その影響関係は相当複雑であることが予想される。ピジンは，近

年に至るまで，文字に記録されることの少ない言語であったから，その歴史

的研究は，ほとんど手がつけられていない。系統についての定説というもの

も，細部の実証を伴なったものではないわけである。

　次に，ピジンの主要な統語的特徴である1について検討する。

Mオgo、

（Ig・．）

γ砒go．

（You　go．）（s…ngular）

万㎜1g6．

（H・（she，it）9・・s．）

M伽jαω8o．
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（We　go．）（exclusive）

Y伽㎜190．

（We　go．）（inclusive）

ymε’αω9・．

（You　go．）（P1ural）

○ハ80．

　　　　　l1朝
（They　go．）

このように，この語は，主語と述語の境界にあらわれる機能語である。1人

称と2人称のそれぞれ単数および1人称複数のinclusive（you　and　me）

では現われず，3人称では，かならず現われ，1人称複数のexclusive，2人

称複数では，通常現われる。この語の機能は，その前後が主述関係にあるこ

とを示し，主語の人称・単複・inCluSiVe／eXCluSiVeの別を，重複的に（主

語白体に示されているから），全体を二分して（ゴの有無で）示すことであるわ

けである。

　この語の出自は，it，is，himなどの英語ではなく，メラネシア語であるキ

されている。Cape11教授によれば，メラネシア語には，主語と動詞の間にあ

って，主語の人称と数を示す小詞があり，その理論的再建形は次のとおりで

ある。

・i・g．I＊y・，＊・2＊（k）・3＊i，＊。

plur．　1切。’．＊ta　2＊（k）wa　3＊si，＊se

　　　　。肥’．＊㎜a

また，これらは，1，2人称では，代名詞が省略されることがあるが，3

⑲Mib田1i・／1971），・．・．1．
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人称では，名詞の場合でも，省略されないとしている。そして，ピジンの1は，

　　　　　　　　　　　　　僅⑪
この現われであるとしてい乱

　ピジンの場合を，同じ形で表にするならば，次のようになる。

　sing．　　1　φ　　　　　　2　φ　　　3オ

　plur．　　1あ一。J．φ　　2㍍ソ　　3え

　　　　　　・肌J．ω

　ピジンにおいては，1人称，2人称であっても主語が省略されることは，

通例ない。

　この両表をくらべると，ピジンにおいてより単純である（変化形が少ない

という意味で）わけだが，これが，pidgin化（pidginizati㎝）に伴なう一般的

現象か，それとも，ピジンの形成に直接関与した特定のメラネシア語のそれ

を反映しているのかという問題がある。

　また，メラネシア語一般にある，この小辞と主語たる代名詞そのものの数

・人称の重複表示性が，1，2人称では，主語の省略という形でうすめられ

ることもあるという事実と，ピジンにお一いて1，2人称の一部で｛が用いら

れないということとは，関係があるかどうか，また，それに，英語の主語を

を省略しないという性質が影響を与えているかどうが，といっ。た問題がある

が，いずれも将来の課題である。

　英語は，語彙の形式の主要な供給源である他に，表現型（mode　of　expre・

SSi㎝）にお一いては大きな影響を与えていることは否定できない。

Sapo昌mi　go，mi　bambai　givim　long　yu．

（IfIg・，I’llgi・・itt・y・・．）

⑫O〕Capeli（1969），pp．49－50．
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　このように，sapos（suppose）を用いて，条件節と，それに呼応する主節

を結び，条件，仮定などの表現をする形式，そしてそれを多用することは，

お一そらく，英語の影響であろう。ただし，その場合でも，英語との二言語使

用（bilingualism）から，影響を受けたというより，そのような表現形式の欠

如を，英語からの借用によって補った，あるいは，必ずしも欠如していたわ

けではないが，その論理的明確さを好んで，新しく採用して，広まった，と

いうべきであろう。

　4．ピジンの研究は，その実際的価値の他に，記述言語学的，社会言語学

的，歴史言語学的にも，それぞれ興味あることを，この小論において示唆し

えたとしたら幸いである。

　次に掲げる参考文献表は，筆者，神戸外大研究所，同図書館のいずれかが

所有する，ピジン・クレオール」般，およびニューギニア・ピジンに関する

資料を明らかにしたものである。（包括的な文献表はReinecke，et　aL（1975）

によってえられる。）特に重要なものには，コメントを付した。
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　　　　Convergent　Deve1opment，’Word，X1V．

Weinreich，Uriel－1968一工α抑馳α8ω加Coがαc士，Mout㎝．

Wo1fers，Edward．1971一‘A　Report㎝Ne・Melanesian，’Hyme昌（1971）．

Wurm，S．A．＆J1B．Harris．1963．PoJ｛cθ〃舳，Australian　Nati㎝al　Univer．

　　　sity．

Wum，S　A　1966　‘Pldgln　A　Nat1㎝al　La㎎uage，’肌ωG刎mω，I－6

Wur㎜，S．A．1969．‘冊glish，Pidgin　and　What　E1seグNεωG砒加α，1V－2－

Wurm，S．A．1971．N舳G砒｛仰eα〃g〃α〃5P士d81例：Co仙γ5εMα益州山．Ahs－

　　　　tralian　National　University．

Wum，S，A．‘The　Problem　of　a　Natj㎝乱1Language　in　Papua　New　G皿inea，’

　　　　〃冊g仙i5オ圭。　Co㎜㎜伽｛cω｛o舳，10，Monash　University．

　　　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Reading　Materials：
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Wαm舳（a　biweekly　newspapers　pubIished　by　Wantok　Pub1ications）．Su』cri－

　　　bed，

M〃5B〃。mgγ刎㎜｛（a　biweekly　newspaper　published　by　the　Government　of

　　　Papua　New　Guinea）l　Sevem11〕ack　humbers　on1y．

Various　booklets　on　Christian　topic昌by　Kristen　Pres．

Mmε’αTe5畑刎θ冊（The　New　Testament），The　Bib－e　Society　in　Papua　New

　　　Guinea．

Kakah　Kais，ed．1975．0’∫forオ’Kα刎’omg　A肌あ伽れ，　Weωαム　仰α　Mαρr泌

　　　（｛olktales），VoL　I＆II，Institute　of　Papua　New　Guinea　Studies、

工以5αむ2（serial　book1ets　published　by　Austm1ian　National　Univer昌ity）．

No．1

No．2

No．3

No，4

No，5

Man　Bi－ong　Ni“gi11i　i　Kamap　Bisnisman

Rigo　Rot－

01S㎝is　i　Wok　I㎝g　Kamp　long　Sindaun　bilo㎎of　Nasioi　Pipel

Situm　na　Gob日ri

Laip　long　Sinasim，Niugini　Hailans

（日本の入類学者畑中幸子氏の論文のピジン訳。）

Tapes：

Co舳帥Mわ。mα’N召ωG切冊e砥P｛dg加（for　Dutton（1973））．8cassettes一

〃舳ω冊eoハ佃冊（f・・工’竜王舳’（1969））12c・・s・tt・s．

News　items　recorded　from　Austra1ian　Broadcasting　Commission’s　shortwave

　　　radio　broadc田stsl　Severa1cassettes．

So皿g　B〃。m8Bα栃e’．Kristen　Kaset．l　cassette．

　　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

丁加C〃れ〃P締g加，（a　newsletter　for　pidginists　and　creoli昌ts，published

　　　by　Social　Science＆Lingui昌ti　cs　Instit皿te，University　of　Hawaii）．

　　　　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

畑中幸子（1974）「われらチンブー三笠書房。

岩佐嘉親（1975）「新ニューギニア語入門」大陸書房。

川本崇雄（1974）『日本語と南島諸語（主としてメラネシア諸語）との語句構成
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　　上の異同について』（r民族学研究」XXXlV－2〕。

村山七郎・大林大良（1973）「日本語の起源」弘文堂。

西江雅之（1975）『共通語，ピジン・クレオール』（「言語」lV・8）。

　〔この論文は，神戸市外国語大挙の研究プロジェクト「現代と国際環境」

のうち，「英語圏における言語の流れ」班，お一よび，rネオ・メラネシア語」班

の合同研究の一環として執筆された。筆者は，この研究をすすめるにあたっ

て，1975年3月から4月にかけて，オーストラリアおよびパプア・ニューギ

ニアに調査旅行を行なう機会を与えられたが，その際，佐藤昭義氏，村尾育一

英会、カンタス航空大阪支店，各位の御援助をえたことを記して，感謝のし

るしとしたい。〕


